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９－１ 騒音の大きさの例      
騒音レベル 
(単位ｄB） 

騒音の大きさの例 

１２０ 飛行機のエンジンの近く 
１１０ 自動車の警笛（前方２ｍ）、リベット打ち 
１００ 電車が通るときのガードの下 
９０ 大声による独唱、騒々しい工場の中 
８０ 地下鉄の車内、ピアノの演奏（前方１ｍ） 
７０ 電話のベル、騒々しい事務所の中、騒々しい街頭 
６０ 静かな乗用車、普通の会話 
５０ 静かな事務所 
４０ 市内の深夜、図書館、静かな住宅地の昼 
３０ 郊外の深夜、ささやき声 
２０ 木の葉のふれ合う音、置時計の秒針の音（前方１ｍ） 

※デシベルとは、音の大きさの単位で、物理的な音の強さ（音圧レベル）に人の聴感に合わせて周波
数補正を加味したもの。                      

資料：（財）日本環境協会 

 

９－２ 振動の影響例（気象庁震度階級と振動レベルとの比較） 

階級 
振動レベル 
(単位ｄB） 

人間の感覚 屋内の状況 

０ ５５以下 人は揺れを感じない。  

１ ５５～６５ 屋内にいる人の一部が、わずかな
揺れを感じる。 

 

２ ６５～７５ 屋内にいる人の多くが、揺れを感
じる。眠っている人の一部が、目
を覚ます。 

電灯などのつり下げ物が、わず
かに揺れる。 

３ ７５～８５ 屋内にいる人のほとんどが、揺れ
を感じる。恐怖感を覚える人もい
る。 

棚にある食器類が、音を立てる
ことがある。 

４ ８５～９５ かなりの恐怖感があり、一部の人
は、身の安全を図ろうとする。眠
っている人のほとんどが、目を覚
ます。 

つり下げ物は大きく揺れ、棚に
ある食器類は音を立てる。座り
の悪い置物が、倒れることがあ
る。 

５弱 
 

９５～１０５ 多くの人が、身の安全を図ろうと
する。一部の人は、行動に支障を
感じる。 

つり下げ物は激しく揺れ、棚に
ある食器類、書棚の本が落ちる
ことがある。座りの悪い置物の
多くが倒れ、家具が移動するこ
とがある。 

５強 非常な恐怖を感じる。多くの人
が、行動に支障を感じる。 

棚にある食器類、書棚の本の多
くが落ちる。テレビが台から落
ちることがある。タンスなど重
い家具が倒れることがある。変
形によりドアが開かなくなるこ
とがある。 

６弱 
 

１０５～１１０ 立っていることが困難になる。 固定していない重い家具の多く
が移動、転倒する。開かなくな
るドアが多い。 

６強 
 

立っていることができず、はわな
いと動くことができない。 

固定していない重い家具の多く
が移動、転倒する。戸が外れて
飛ぶことがある。 

７ １１０以上 揺れにほんろうされ、自分の意思
で行動できない。 

ほとんどの家具が大きく移動
し、飛ぶものもある。 

※デシベルとは、振動の大きさの単位で、物理的な振動の強さ（振動加速度レベル）に人の体感に合
わせて周波数補正を加味したもの。 

※震度階級とは、揺れの強さの程度を数値化した計測震度から換算したもの。 
資料：気象庁、環境省 


